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1. 胆汁リン脂質量 犬肝胆汁のリン脂質濃度は平均 12.2tnølm! で， ITI1柴の数倍で、あった。ヒトの十二
指腸ゾンデにより得た B 胆汁では平均 2.0吻1m! で， Dubin-Johnson 氏症候詳の患者で，開腹手術時
lこ直接胆裏を穿刺して得Tこ胆裏胆汁のリン脂質濃度は 19.6mﾇ; 1m! であったの
2. 胆汁リン脂質の分画 DNP 法で比色測定すると， エタノーノレアミンセフアリンの総リン脂質中で
円/一
占める割合はモル比で o. 27"-' 1. 5 %であり，スフインゴミエリンは 1%以下であった。クロマトによ
ると 94%以上がクロ対メタ 3:2 で溶出されるレシチン分画で，セフアリン分画は 3"--'6%であるっす
なわち，胆汁リン脂質のほとんどすべてがレシチンよりなる乙とが分るの






に p320生を筋注すると. 42 時間後の血清脂質リンの総放射能は黄痘のないものに比し増加し比放射








が示唆される。そこで k記のビニーノレ管を結葉し皮ドに埋没して胆管閉塞を起し. 3 日後にビニーノレ
管の結款を開放し同時に p320生を筋注すると，日u汁リン脂質の比放射能は対照よりも速かに増加し








1. ßH汁リン脂質は大部分レシチンから成り 94%以とを占め，セフアリンは 3"，--， 6 %であるつ犬では胆汁



















ゲ、ル・カラムクロマトグラフイーによれ胆汁リン脂質は 94 %以上がレシチンでセフアリンは 3"'-'6 %に
すぎないことを明かにしたっ




さらに総胆管屡犬に p32 を筋注し， 胆汁およびlÍ[L襲リン脂質へのとり込みを比較したところ J旦汁リ
ン脂質の比放射能が速かに仁昇し血援のそれの数倍に達することが明らかとなった。これは胆汁リン脂質
が肝臓から血壊を介さずに直接分泌されることを示すものである口
1 日分泌量が血I衆総リン脂質量ρ約 20%にもおよぶ胆汁リン脂質が直接肝臓より血乗を介さずに分泌さ
れるという新しい事実を基にして，閉塞性黄泊:時の l可リン脂質血の成因としては今まで無視されていた胆
汁リン脂質の役割を検討したっすなわち犬に閉塞性黄痘を作りその胆汁，血衆リン脂質への p32のとり込
みを測定すると，胆管閉塞時には，なお明かにリン脂質合成の哨加があるにもかかわらず，血衆リン脂質
の p32のとり込みは増加しないの以上の成績より閉塞性黄症時には胆汁リン脂質が血中へ逆流しており，
これがlLZ リン脂質血の成因に大きな役割を果していることを明かにしたの
さらに血衆リン脂質の交替率の面より検討を加え胆管閉塞時にはその交替時聞が遅延しない事実から，
閉塞性黄痘時の高リン脂質血の成因には血築リン脂質の交苔率は関与しないことを示してし、るの
以上著者の報告は胆汁リン脂質ら量的および質的なI百より検討を加えるとともに，閉塞性黄痘時の高 1)
ン脂質血の成因に胆汁リン脂質の血中への逆流が重要な役割を果してし、ることを明かにしたものであって，
学位論文としてここに推せんしたいゥ
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